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歯科インプラント治療における顎骨の変化に関するX線学的検討
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現在広く行われている歯科インプラント治療はオッセ
オインテグレーションの獲得によりインプラント体を安
定させるものであるが，その詳細については不明な点が
多い．そこで本研究では，二回法インプラントにおい
て，インプラントがオッセオインテグレーションを獲得
し，二次手術に至るまでのインプラント体周囲骨やイン
プラント隣在歯周囲骨の変化，さらにインプラント補綴
後のインプラント対合歯周囲の骨量の変化の解析を行う
ことを目的とした．骨量の変化をX線写真上の面積とし
て規格化した画像で観察するために，画像解析ソフトウ
ェアEmagoを用いてサブトラクション像を構築した．そ
の後，骨量の変化をNIH Image Jを用いて測定した．ま
た，インプラント対合歯周囲骨の変化は，パノラマX線
による観察を行ったため，パノラマX線を用いたデジタ
ルサブトラクション法の信頼性についても検証した．
インプラント体周囲骨の変化を観察するために，４４人

｛男性１８人（平均年齢５９±１０．６歳），女性２６人（平均年齢
５４±８歳）｝に対して埋入された７１本のインプラント
（Spline Cylinder MP－１：７本，Spline Twist MP－１：
６４本，Zimmer dental）を対象とした．７１本のうち上顎に
１６本，下顎に５５本埋入した．インプラント体周囲骨量の
変化は，インプラント埋入時と二次手術時のデジタルX

線写真を用いて，インプラント体の直径別，形状別，男
女別，上下顎別および近遠心別に比較した．インプラン
ト隣在歯周囲骨の変化を観察するために４０人｛男性２２人
（平均年齢５２．３±１１．５歳），女性１８人（平均年齢４８．２±
１２．７歳）｝に対して埋入された４１本のインプラント
（Spline Cylinder MP－１：８本，Spline Twist MP－１：
３３本，Zimmer dental）を対象とした．４１本のうち上顎に
１７本，下顎に２４本埋入した．インプラント隣在歯周囲骨
の変化は，１歯中間欠損部位に対してインプラントが埋
入された直後と，二次手術時のデジタルX線写真を用い
て，インプラント体の直径別および近遠心隣在歯別に比
較した．インプラント対合歯の骨変化を観察するため
に，パノラマX線写真を用いたが，これまで，デジタル
サブトラクション法でパノラマX線写真は用いられてこ
なかったことから，まず，その信頼性について簡単な予
備実験を行った．すなわち，乾燥頭蓋骨にパラフィンワ

ックスで疑似軟組織を付着し，ラウンドバーで骨を削り
人工的に骨吸収を付与したものと，X線不透過性のラジ
オペークを骨に添加し，人工的に骨添加させたものとを
用いた．人工的に骨吸収，骨添加させた前後でパノラマ
X線撮影と口内法デンタルX線撮影を行い，それぞれを
デジタルサブトラクションし，NIH Image Jを用いて分
析した．インプラント対合歯周囲骨の変化を観察するた
めに６６人（男性２２人，女性４４人）に対して埋入された
１０６本のインプラント（Spline Cylinder MP－１：４本，
Spline Twist MP－１：４３本，Zimmer dental，ジェネシオ
フィクスチャー：５９本，ジーシー）を対象とした．１０６本
のうち上顎に４４本，下顎に６２本埋入した．インプラント
対合歯周囲骨の変化は，インプラント対合歯の反対側同
名歯を対象群とし，インプラント埋入時と上部構造装着
後６ヶ月以上経過したものを比較した．インプラント対
合歯周囲骨の変化は，上下顎別に対象群と比較を行っ
た．デジタルサブトラクションにあたっては，Taka-

shimaら（２００３）と木村ら（２００２）の方法に準じて行っ
た．データはF検定により等分散性を確認した上で，等
分散性があるものにはStudentのt検定を，等分散性がな
いものにはWelchのt検定を適用した．
その結果，インプラント体周囲骨の変化をインプラン

ト体の直径別で比較したところ，直径が５mmのタイプ
に比べて，３．７５mmのタイプのほうがインプラント体周
囲骨の骨吸収面積は有意に大きくなっていた（p＝
０．００１）．次に，インプラント体の形状別で比較したとこ
ろ，シリンダータイプに比べて，スクリュータイプのほ
うが有意にインプラント体周囲骨の骨吸収面積は大きく
なっていた（p＝０．００１）．さらに，インプラント体周囲
骨の変化を男女別で比較したところ，男性に比べて，女
性のほうが有意に骨吸収面積は大きくなっていた（p＝
０．００７）．さらに，インプラント体周囲骨の変化を上下顎
別で比較した結果，上顎に比べて，下顎のほうが有意に
骨吸収面積は大きい結果となっていた（p＝０．０４２）．イ
ンプラント体の近遠心別で比較した結果，両者の間に有
意差はみられなかった．また，男女別で有意差がみられ
たことにより，すべての項目について男女別に検討した
ところ，女性でのインプラント体の直径による比較と，
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女性でのインプラント体の形状別の比較において有意差
がみられた．すなわち，男性はインプラント体の直径が
３．７５mmのタイプと５mmのタイプは有意差はみられな
かったが，女性は直径が５mmのタイプに比べて３．７５
mmのタイプの方がインプラント体周囲骨の骨吸収面積
は有意に大きくなっていた（p＝０．０００）．インプラント
体の形状別では，男性はシリンダータイプとスクリュー
タイプで有意差はみられなかったが，女性はシリンダー
タイプに比べて，スクリュータイプのほうが有意にイン
プラント体周囲骨吸収面積は大きくなっていた（p＝
０．００１）．上下顎別，近遠心別では男女間で有意差はみら
れなかった．これら一次手術から二次手術までのインプ
ラント体周囲骨の変化の結果から，二次手術前に骨吸収
が起こっていることを認識し，吸収が起こりやすい状態
やその因子を充分に考慮しながら，一次手術および二次
手術を行うことが大切であるものと考えられた．今後は
インプラント体の近遠心のみならず頬舌的な骨変化につ
いても検討が必要であると思われた．
次に，インプラント近遠心隣在歯の骨の変化を比較し

た結果，近心隣在歯と遠心隣在歯の間で有意差はみられ
なかった．次に近心隣在歯と遠心隣在歯それぞれのイン
プラント体の直径による骨変化の違いについて検討を行
ったところ，両者の間に有意差はみられなかった．また
インプラント体の形状別で比較したところ，両者の間に
有意差はみられなかった．さらに男女別で比較したとこ
ろ，両者の間に有意差は認められなかった．インプラン
トが隣在歯の周囲骨に及ぼす影響を観察した報告は僅か
である（Krennmair et al., 2003）．Krennmairら（２００３）
は，前歯部においてインプラント体と隣在歯の距離が短
いと隣在歯周囲の骨の吸収がみられやすいとの報告をし
ている．本研究では，隣在歯との距離は考慮しておら
ず，他の因子は隣在歯の骨吸収に影響を及ぼさないとの
結果となっていた．隣在歯との距離も本データに加えた
さらなる検討が必要であると思われた．
次に，インプラント対合歯周囲骨の変化を反対側同名

歯の対象群と比較した．インプラント対合歯周囲の骨変
化を検討するにあたり今回はパノラマX線画像を用いた
ため，解析に先立ち，パノラマX線画像による信頼性の

検証を行った．乾燥頭蓋骨モデルを用いて人工的に骨吸
収と骨添加を施した前後で，パノラマX線撮影と口内法
デンタルX線撮影を行って比較した結果，同様のデジタ
ルサブトラクション像が得られ，パノラマX線画像を用
いた本方法は口内法のデジタルサブトラクション法と同
等の結果が得られることが確認された．そこで，パノラ
マX線画像を用いてインプラント対合歯周囲骨の変化を
解析した結果，インプラント対合歯周囲骨と対象群の間
で有意差はみられなかった．次に上下顎を分けてそれぞ
れを対象群と比較したところ，有意差はみられなかっ
た．インプラントが咬合する対合天然歯の状態について
検討した報告では，インプラントは対合天然歯の状態に
影響を与えないとする報告（Hoshino et al., 2004）と影
響を与えるとする報告がある（武田ら，２００６）．本研究
の結果は，インプラントは直接的に対合天然歯に悪影響
は及ぼさないとする前者の報告を支持する結果となって
いた．また，この結果は上下顎による違いでも有意差は
みられなかったため，インプラント治療は対合天然歯に
著明な影響をおよぼさないことが示唆された．しかしな
がら，本研究の対合天然歯の観察期間は，上部構造装着
後１年未満と短く，さらなる検討が必要であると思われ
た．
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